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高校生が “本気” で考えた
『 この町のために 』



プ
レ
ゼ
ン
力
向
上
。

成果として、生徒の多くがアンケートに書いていたのが、

「人前での発表に慣れた」「発表であまり緊張しなくなった」

というものでした。当初は、発表することに苦手意識を持っ

ていた生徒が少なくなかったのですが、約半年間の探求の

時間の学習の中で、伝えたいことを相手に伝えるためのポ

イントを意識して発表する経験を積み重ね、少しづつプレ

ゼンテーションの力を高めていきました。

発表する力がついたと思う。



地
元
の
魅
力
再
発
見
。

フィールドワークで、農家を訪れた生徒たちは、新鮮な野

菜の歯ごたえと味に驚いたと言います。

他のグループでは、協力者の案内で、畑の下の地層の中に

見える100年前の火山活動の痕跡を見たり、アップダウンの

続く地形をサイクリングで回ったり、軽登山をしたりと、地元

の魅力を再発見した高校生たちは、自分たちも気づいていな

かった地元の魅力を、他の人たちにも伝えたいという気持ち

が湧いてきました。

このホウレンソウ うまい…



仲
間
と
の
対
話
。

自分の考えを、まずは同じグループの中で伝え合い、共感

したり、違う考え方をした理由に耳を傾けたりすることを繰り返

しました。初めの頃は、付箋に単語を書くことさえ悩んでいた

生徒もいましたが、出てきた言葉に対して自由

に話をしていくうち、「友達と話し合うのが楽しく

なった！」と話すようになった生徒もいました。

言葉遣い、説明の仕方も一緒に学んできました。



町の将来について、高校生29名、町民61名が、各テーブル

に分かれて、語り合いました。この前、高校生はグループごと

にステージに上がり、自分たちが町のために考えて実践して

きたことを、町民の前で発表しました。高校生たちが、町のこと

を考えて懸命に話す様子を、町民もまた真剣に聞きながら、

「地元の高校生が、地元のことをこんなに一生懸命に考えてい

て、とてもうれしい」と話す町民もいました。

町
民
と
の
対
話
。



地元野菜をＰＲするポスター。スマホ画面を使い、おいし
い野菜の話題性をアピールする。【食・農業グループ】

農
家
を
応
援
し
た
い
。



新
た
な
魅
力
を

発
信
し
た
い
。

景勝地の魅力を観光客にアピールす
る冊子。一般的な観光パンフレットと違
い、この景色の中に実はこんな野生動
物が暮らしているという視点を入れて
いるところがポイント。

【自然・環境グループ】











本事業に御協力いただいた方々 ※五十音順

青野 範子 氏（十勝岳温泉株式会社湯本凌雲閣）

齋藤 慎吾 氏（株式会社ヤマイチ）

佐川 泰正 氏（上富良野町商工会）

佐藤 雅喜 氏（十勝岳ジオパーク推進協議会事務局）

田中正太郎 氏（ちにた・ふぁ～む）

田中 誠也 氏（十勝岳ジオパーク推進協議会事務局）

長友あゆみ 氏（公益財団法人三浦綾子記念文化財団）

山中 潤一 氏（十勝岳ジオパーク推進協議会事務局）

山本 幹彦 氏（当別エコロジカルコミュニティ―）

連携協力 事業担当
北海道上富良野高等学校 国立大雪青少年交流の家
校長 辻 芳恵 先生 是安聰一郎
教頭 千葉 哲也 先生 佐藤麻友美
教諭 山田 政明 先生 安達 義徳
教諭 研谷 利幸 先生 小俣 太
教諭 藤坂智亜樹 先生 門前 詩織
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